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5月11日(土)
10:00～11:00

◆野生動物講座
「クマはなぜ都市にあらわれるのか？

人口減少時代の自然との向き合い方」

ヒグマの市街地への出没や人身被害が増加しています。個体数の増加、分布の拡大、
人への警戒心の低下に加え、人口減少や高齢化、農業政策、生物多様性保全のための
街づくりなど、一見クマとは関係ないように見える施策も影響しています。そのよう

な状況に対して行政の取り組み、地域や市民によるヒグマ対策を紹介します。

講師：佐藤 喜和（環境共生学類 教授）

会場：酪農学園大学 対象：小学５年生から一般
定員：50名 受講料：1,000円 申込締切：４月22日(月)

5月19日(日)
10:00～12:30

◆食育講座
「牛乳を料理に使おう！乳和食でミルクマジック」

乳和食とは、和食に牛乳・乳製品を加えた料理です。コクと旨味がアップするため、
素材の味を引き出し、美味しく減塩できます。酪農学園大学の「健土健民牛乳」を
使ってミルクマジックを実践してみましょう！

講師：宮崎 早花（循環農学類 講師）

会場：酪農学園大学 対象：小学５年生から一般
定員：30名 受講料：1,000円 申込締切：４月30日(火)

※調理と試食を行うためエプロンと三角巾をご持参ください

7月27日(土)
10:00～12:00

◆楽しい理科実験講座
「生物化石から太古の時代がわかる」

海の古生物化石（古生代・中生代・新生代）を調べて、「いつ」のものかを考えよう。
顕微鏡を使った化石の観察と三葉虫やアンモナイト化石の複製を行う予定です。

講師：千葉 崇（環境共生学類 講師）

会場：酪農学園大学 対象：小学１年生～中学３年生
定員：30名 受講料：1,000円 申込締切：７月５日(金)

※保護者の付き添いは可能ですが、実験材料はお子様分のみとなります

※作成した化石はお持ち帰りできます

対面講座

前期

5月25日(土)～
6月の土曜日
（全５回）

後期

10月19日(土)～
11月の土曜日

（全５回）

◆犬のしつけ教室

①パピークラス（２ケ月～３ケ月）
人の生活環境へ馴化するとともに、最低限のしつけも行う。

②ジュニアクラス（３ケ月～６ケ月）
服従トレーニングを利用して、人との相互理解を深める。

③しつけ教室（６ケ月以降）
飼い主がしつける技術を習得し、飼い主に従うことの楽しさを犬に理解させる。

講師：郡山 尚紀（獣医保健看護学類 教授）

会場：酪農学園大学 定員：25組 受講料：15,000円（５回分）
申込締切：前期５月２日(木)、後期９月27日(金)
※前期・後期とも時間・初回以降の日程については後日決定します
※１回１時間程度
※レッスンは学生の教育が主たる目的であることをご留意ください
※ワクチンについて

パピークラス：２回目のワクチンから１週間経過していること
ジュニアクラス・しつけ教室：定期的なワクチン接種を行っていること



オンライン講座

5月15日(水)～
6月30日(日)

(時間：60分程度)

◆酪農・牛乳に関する講座①
「エサから考える国内酪農」

酪農は牧草地で牛が草を食むイメージが強いですが、とうもろこしも利用されます。
近年は海外や人との取り合いが起き、国内経営は岐路に立たされています。酪農を取
り巻く状況を、「エサ」の視点から見てみましょう。

講師：日向 貴久（循環農学類 教授）

対象：小学５年生から一般 受講料：無料 申込締切：４月30日(火)

5月29日(水)～
6月30日(日)

(時間：60分程度)

◆酪農・牛乳に関する講座②
「牛乳からチーズはどうできるのだろうか」

白い液体のミルクから、かたまりのチーズができるまでのメカニズムを解説します。
見た目も味も牛乳とチーズとでは大きく異なりますが、その作りかた、熟成によって
なぜ風味が変わるのか、そして食べかたについてお伝えします。

講師：栃原 孝志（食と健康学類 准教授）

対象：小学５年生から一般 受講料：無料 申込締切：５月15日(水)

特別体験講座
9月中旬の土曜日

9:00～10:30 ◆(学)八紘学園 北海道農業専門学校 リンゴ収穫体験

酪農学園大学の連携協定先である北海道農業専門学校の学生が校内の果樹園を案内し
ながら農業機械や果樹について説明した後、リンゴの収穫体験を行います。どんな品
種があるかは当日のお楽しみ。

会場：学校法人八紘学園北海道農業専門学校
札幌市豊平区月寒東２条14丁目１-34 ※現地集合・現地解散

対象：高校３年生までのお子さんを含む個人またはグループ（５名まで）
定員：10組 受講料：1 組 3,500円 申込締切：９月２日(月)
主催：学校法人八紘学園北海道農業専門学校 共催：学校法人酪農学園

※開催日は８月中旬以降に本学ホームページでお知らせします
※収穫したリンゴを１グループ10個まで持ち帰れます
※定員を超えた場合、抽選になります

今年度は小学生から中学生を対象にした市民公開講座を実施する予定です。
詳細が決まりましたらホームページにてお知らせします。

お知らせ

６月１日は国連食糧農業機関が提唱する「世界牛乳の日（World Milk Day）」です。世界中で牛乳乳製品の普
及・促進を図り、牛や乳生産に携わる全ての人に感謝を表す日とされており、日本でも６月１日を「牛乳の
日」、６月を「牛乳月間」と定め、さまざまな取り組みが進められています。
今年度は牛乳月間に関連した講座をオンラインにて開催します。



添付の「市民公開講座 受講申込書」をご利用ください。

FAX ： 011-387-2805

下記項目をご記入の上、お申し込みください。

①申込講座名 ②郵便番号・住所 ③氏名（フリガナ）

④性別（保険加入のため食育講座・理科実験講座・特別体験講座は必須）

⑤生年月日・年齢 ⑥電話番号 ⑦E-mail（オンライン講座の場合は必須）

⑧道民カレッジ生の方は手帳番号

下記のホームページまたは右下の二次元バーコードからアクセスし、申込
フォームに必要事項を明記の上、お申し込みください。

◆ お申し込み受付後、有料講座の場合は約１ケ月前、無料講座の場合は約10

日前を目処に『開講のご案内』を送付いたします。なお、オンライン講座

はメールでの送付となります。

◆ 有料の講座につきましては、受講料を当日現金にて申し受けます。なお、

一度お支払いいただいた受講料は、いかなる場合にも返金できませんので

予めご了承ください。

◆ 受付は先着順となります（特別体験講座のみ抽選）。お申し込み後、やむを得ず受講でき

なくなった場合には事前にご連絡ください。

◆ 受講者が一定の人数に達しない場合など、やむを得ない事情で開講できない場合や会場・

日時・講師および講義内容に変更が生じる場合がございます。

◆ 講座風景を撮影し、本学ホームページ・印刷物等に使用させていただく場合があります。

◆ 道民カレッジ、えべつ市民カレッジとの連携講座についてはお問い合わせください。

https://exc.rakuno.ac.jp/regional/study.html

ホームページ

〒069-8501 江別市文京台緑町582番地

受付時間 ： 月曜日～金曜日(祝日除く)

酪農学園社会連携センター 地域連携課

TEL ： 011-388-4131

E-mail ： rg-ext@rakuno.ac.jp

酪農学園大学はSDGsの達成に貢献していきます

お申し込み方法

お願い・注意事項

お問合せ・申込先

メール

FAX

2024.3 発行8:30～17:00


